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【設計】【設計ルート】

条件① 接線周期（2.5秒以上※1）
条件② 偏心率（0.03以下）
条件③ 減衰材せん断力分担率（0.03以上）

⇒ 振り子の原理により、4.5秒または6.0秒へ長周期化
⇒ 重心と剛心がほぼ一致し、偏心率は0※2
⇒ NS-SSBの基準摩擦係数が0.043（中摩擦タイプ）

※1 小規模建物は周期2秒以上、層間変形角1/200以下
※2 中摩擦タイプと低摩擦タイプを混在させない場合 

免震層の設計
（装置選定） 

NS-SSB免震 従来免震（ゴム免震）
NS-SSBの選定のみで容易 積層ゴム、すべり支承ダンパー等の選定と配置に

関する調整があり複雑

接線周期
2.5秒以上  

・すべり板の球面半径で決まり
4.5秒または6.0秒タイプより選定  

・建物重量、免震層の剛性に影響を受けるため荷重、
装置選定による調整が必要

偏心率
0.03以下  

・ほぼゼロ
重心と剛心はほぼ一致する※2

・0.043（中摩擦タイプの基準摩擦係数）
摩擦によって減衰が確保でき調整が不要

・条件を容易にクリアし、告示設計を
 適用しやすい 

・設計限界固有周期が3.5～4.0秒程度となり、入力
 地震荷重算定時に地盤増幅率Gsを小さく収められ
 ることが多い
・上部構造のベースシア係数が比較的小さくなり、引
 抜き力が抑えられるため告示ルートが採用しやすい

・トライアンドエラーの検討が必要
鉛直支持能力と水平変形能力を分離できないため、
支持荷重、周期と変形のバランスをとる必要がある

・

せん断力分担率
0.03以上 

・減衰装置の調整が必要 

総合評価 

その他 ・軽量建物の免震化が困難 

Rs：NS-SSBすべり板の曲率半径
g：重力加速度  

：上部構造の総質量
各免震材料の接線剛性の合計 

告示免震ルートの適用条件を容易にクリアできます 
NS-SSBの採用メリット

NS-SSB免震システムと従来免震システムの設計比較

第6九…   
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同第6三… 

同第6八… 

○履歴モデル搭載プログラム
汎用振動解析プログラム DynamicPRO、3D・DynamicPRO（ユニオンシステム株式会社）

SNAP（株式会社構造システム）
RESP-MX、RESP-M/Ⅱ、RESP-D（株式会社構造計画研究所）

地震応答解析には、予めNS-SSB製品特性を搭載した以下の汎用振動解析プログラムが利用できます。
摩擦係数のばらつきについては、P.10・11に記載する、各種依存性、摩擦係数のばらつきの考え方（例）をご参照下さい。

2． 大臣認定ルート

設計に際して、①当社作成のSSB告示免震プログラム、②IsolationPRO（ユニオンシステム株式会社）が利用できます。

1． 告示免震ルート

製品概要

中摩擦タイプ

温度による摩擦係数の変化率の基準値
　　　温度基準　　　　 基準値
（-10℃）/（20℃）　　　1.40
   （0℃）/（20℃）　　　1.26
 （40℃）/（20℃）　　　0.81
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性

温
度 Z

低摩擦タイプ

温度による摩擦係数の変化率の基準値
　　 温度基準　　　　 基準値
（-10℃）/（20℃）　　　1.00
   （0℃）/（20℃）　　　1.00
 （40℃）/（20℃）　　　1.00

Z=1.258・e-0.011T Z=1.0
温度T（℃）
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温度依存式

実大実験結果

温度依存式

図13 温度依存性（中摩擦タイプ）

温度T（℃）

図14 温度依存性（低摩擦タイプ）

【各種依存性】

面
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面圧による摩擦係数の変化率の基準値

　　　面圧基準  　　　　　基準値

（0.5倍）/（1.0倍）　　　　1.13
（2.0倍）/（1.0倍）　　　　0.89

面圧による摩擦係数の変化率の基準値

　　　面圧基準 　　　　　 基準値

（0.5倍）/（1.0倍）　　　　1.44
（2.0倍）/（1.0倍）　　　　0.77

速度による摩擦係数の変化率の基準値
速度基準

　20（mm/sec）/400（mm/sec）
100（mm/sec）/400（mm/sec）
200（mm/sec）/400（mm/sec）
600（mm/sec）/400（mm/sec）

速度による摩擦係数の変化率の基準値
   速度基準

  20（mm/sec）/400（mm/sec）
100（mm/sec）/400（mm/sec）
200（mm/sec）/400（mm/sec）

X=2.03・σ - 0.19+0.068

Y=1-0.55・e-0.019V

X=20・σ -0.9+0.5

Y=1.03-0.55×1.5-0.018V
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履歴モデルにおける速度依存式

400mm/s実験履歴曲線における
速度による変化率

実大実験結果

面圧依存式

実大実験結果

面圧依存式

実験結果

履歴モデルにおける速度依存式

図9 面圧依存性（中摩擦タイプ） 図10 面圧依存性（低摩擦タイプ）

速度V（mm/sec） 速度V（mm/sec）

図11 速度依存性（中摩擦タイプ） 図12 速度依存性（低摩擦タイプ）
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支持重量、剛性、変形量を考慮し、免震装置
の選定、配置の調整が必要 

Tt = 2π 2・Rs

g
Tt = 2π M

Kt

M
Kt：

NS-SSB®
























